
　大阪急性期・総合医療センターは、「急性期医療から高度な専門医療まで、総合力を生かして良質な医療を提供するとともに、医療人
の育成と府域の医療水準の向上に貢献。」を理念とし、計36 の診療科が連携し、急性期から回復期まであらゆる疾患に対する医療を提
供している。さらに高度救命救急センターを24 時間体制で運営し、基幹災害医療センターを編成するなど、地域の救命救急医療に貢献
してきていることから、大規模な災害時にも病院機能を維持することが強く求められている。
　昨今頻発する災害時にも基幹災害医療センターとして機能を維持するために、停電時の重要負荷を十分に賄うことができる容量かつ、
排熱を余すことなく利用し省エネを実現することができるコージェネ（400kW×1台、30kW×8 台）を2021年に導入した。基幹災害
医療センターとしての機能維持のために、停電時にもコージェネから重要負荷に給電可能することでＢＣＰ機能を強化している。

防災性と環境性を両立
～大阪急性期・総合医療センターへのコージェネ導入～

　災害時にも地域災害拠点病院として病院機能を維持するためには、既設油焚非常用発電機用燃料タンクのスペースに制限があること
から、信頼性の高い中圧ガス供給を受けるガスコージェネの導入が不可欠であった。熱源設備の老朽化をきっかけに、平時の省エネを実
現しつつ、ＢＣＰ機能を強化するシステムへの更新検討を開始した。
　法人全体で積極的に省エネ活動に取り組んでいる背景から、平時の省エネも必須であり、停電時の重要負荷を十分に賄うことが可能
かつ、排熱を余すことなく利用することが可能な機種（400kW×1台、30kW×8台）を選定した。コージェネで最大負荷の約20％をま
かなうことができる。コージェネの排熱利用を軸に、ガス・電気のベストミックスかつ、コージェネを複数台設置することにより、熱源を
きめ細かく運用することでコージェネを導入しなかった場合の熱源システムに比べ約11.6％の一次エネルギーを削減した。
　併せて、電力ピークカットも考慮し、電気空調を省エネ機器へ更新することで、電力デマンドの上昇を最小限に抑える検討も実施した。
　コージェネ導入に際して　「地域の防災・減災と低炭素化を同時実現する自立・分散型エネルギー設備等導入推進事業の補助金」やエ
ネルギーサービスを活用することでイニシャルレスで設備導入が可能となり、導入ハードルを低減している。

※コージェネが供給できる電力・熱を商用系統から給電・熱源機から熱供給
した場合と比較した時のエネルギー削減率 

■設備更新に伴い、省エネ性の向上と電力デマンドを低減
・中央館には400kW のコージェネ、本館には30kW のマイクロコージェネを8 台設置しBCP 機能を強化、電力デマンドを低減。併

せて熱源を新設し、系統を見直すことで運用効率を改善。
・コージェネ排熱は、ジェネリンク及び温水熱交換器にて有効利用することで省エネルギー、省 CO2を達成。
・ジェネリンクに関しては負荷率30％からコージェネ排熱を全量回収可能な機器を選定する事で高い熱回収率を実現。

■各建物の熱融通や運転パターンの構築により高効率な運用を実現
・製造された冷水、温水は、各エリア毎の運用を基本とするが、熱融通配管で連結されているため、温水系統は、年間を通じて融通が

可能。夏期は中央館側から熱融通配管で供給し、無駄な熱源機の運転を削減。
・病院内の電力需要・熱需要に応じて最適な稼働となるよう、平日・休日の運転パターンをフレキシブルにスケジュール設定できる機

能を構築。
・施設の熱負荷を分析、熱源機の運用方案を立案し、月毎の導入設備の運転パターンを構築し、適宜見直しを実施。

■工事期間中の取り組み
・コロナ渦の施工かつ病院での更新作業において、配管のプレハブ化などにより工期短縮。
・熱源機のバックアップを補完するため、他熱源設備から冷水供給できるようにバックアップ配管とブースターポンプを構築し、熱源故

障時も供給圧力が低下しないように設備を構築。

■防災性・電源セキュリティの信頼性を向上
・既設コージェネの更新(BOS 機能の付加）に加え、新たに本館屋上にマイクロコージェネを分散設置し、災害時の自家発電設備被災

リスクを軽減しＢＣＰ機能を強化。
・停電発生時にはコージェネから給電する負荷までの専用回路を自動で構築し、コージェネの BOS 機能を自動化することで、停電発

生から負荷への給電時間を早期に行うことが可能な電源構成を構築。
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550kW
→400kW×1台
　30kW×8台

排熱利用用途
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